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In the previous paper， the auther reporもedthe theory of the Chain Construc-
tion with Elastic Joints from the result of the experimental study on the 
Sandwich Curtain Wall. In the c1assica1 theory of the rigid frame， a joint and 
a member of the framework are considered as a point and a line severa11y. 
Namely the area of the joint is taken no account of. But the idealization is 
doubtful for the actua1 frame， especially for those of the wide f1ange members 
or of the lattice members. The joint must be regarded as a structural member 
which may be deformed as well as a beam or a coIumn. 
The present paper shows that each of the structural members connected to 
a joint of the framework， rotates about the joint in proportion to the bending 
moment acting on the end of the members and the rotation may be caused by 
the shear deformation of the joint pane1. It is assumed that bending deforma-
tion of the paneI is disregarded and the paneI part in joint is enc10sed with 
rigid members whose ends are hinged. 
The idealized model of the framework is defined as f011 ows， each of those 
members centered at a point each other with torsional menber. 
The result couId be applied for practical purposes because the vaIues soIved 
by this theory in severaI cases are quite appropriate for the other resuIts. 
1 前がき それらの塑性問題をも論じた%
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筆者はさきに，軟節剛材鎖理論を提案して1)，剛性
を無限大と見倣した部材の，それぞれ端部がモーメ γ
本文では，剛性を持つ部材をそれぞれ節点で軟節し
た構造系が構面内荷重を受ける場合を「軟節架構」と
名付け，これに軟節剛材鎖理論を拡張するものであ
トに比例する回転のみを起こすように互いに結合(軟
節Jされる節点(軟節点Jで構成される格子型の弾性
系について面外問題として整理し，更に工場生産され
た単位の床版を現場で金物にして綴り合せる構法によ
るプレハブの平板構造に，その理論を拡張し2り また
骨建築学科
るO
各部材端にはそれぞれ振り材が取付いていて，摂り
材端で各部材が一点に接合されるものと理想化して一
般式を導き，振り材を用いた模型実験でこれを確め，
軟節架構の理論解法を試みた。
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尚，この理想化された軟節架構を，鉄骨構造の節点、 Panel zoneが勇断変形のみならず垂直変形をも起こ
部 Panelzoneの変形を考慮した解法4)に及ぼし，そ す場合にも利用出来るものであることを確めた。
れの解法の簡易化を計った。また本文の解法によれば
2 Panel zoneを考えない場合
2-1 部材の撞度が無い場合
2 -1・1 犠角法による場合
図1の如く，部材AL及びBRがそれぞれ摂り材
OL及びORを介してO点で、接合された場合につい
ての一般式を誘導するo
基本式: 図 1
梁AL及びBRの各材端モーメントと材端境角との関係を，
MAL = 2EKAL( 6LA) +CAL， 
MLA = 2EKAL(26u) +CLA， 
MRB=2EKRB(26RB)+CRB， 
MBR =2EKRB(6RB) +CBR・
? ? ?
.• ，???
， ， ， ? 、
摂り材OL及びORの摂りモーメント MTOL及びMTORと摂れ角 80L及び80Rとの関係を，
60L=芋~MT仙 60R=芋~MTOR
vOL vOR 
で表わすこととする。
釣合条件式:
節点O及びL及びR点における各モーメント聞には次の関係がある。
-・・・・(2)
A及びB点が共にHingeの場合は，
2CLA-CAL 2CRB-CBR 
MLAー 」 6EKAL6EKBR ，
一 一一一
一 1一一+-~~-一一+旦，OL + ~OR . 
3EKAL ' 3EKRB ' COL ' COR 
MRB=一MLA・
MTOL+MTOR=O， MLA=MTOL， MRB=MTOR. 
連続条件式:
OLA材及びORB材のO点における変形の連続から，
DLA+θり'L-6RB-6oR=O.
式，(2)と式(3)より，振れ角を梁の材端モーメ γトで表わせば，
DOL=苧LMLA.60R=学主MRB・
vOL vOR 
式(1)より，MAL， MBRを消去すれば，
1 r MLA ，~ CLA ~ i一MLA一CLAA=一一一一1lVl!，A +C AL一一土ーCAL1-lVl!，.:，: vLA ， 
2EKAL l 2 2 -"~J 4EKAL 7 
1 r MRB r ~ CRB r"_ i一MRB一CRB=て三一1lVl!B +CBR一一一一CBR1= lVl一 一 | 
2EKRB l 2 2 -..." J 4EKRB' 
連続条件式仏)に式;(5)及び(6)を代入すれば.MLA及びMRBを求めることが出来る。
l 
j 
-・・・・・・・但)
-・・・・ (4)
、 ? ? ? ???，? ? 、
?? 。?
CLA CRB 
MLA= 4EKAL 4EKAL 
LA -----，--------------
1 一+ .~:.一一+竺空主+主空E
4EKAL ' 4EKRB ' COL ' COR 
MRB=一MLA.
???
-・・・・ (8)
となるo
2・1・2 固定モーメント法による場合
図2において，節点Oにモーメント Moを作用させたときに， OLA及びORBのそれぞれO端に分配される
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A 
図 2 
モーメント MOL及びMORを求めるo
OLA及びORBのそれぞれ端部における回転角 80LA及び 80RBは，
A=一昨~+~生MLA.
4EKAL . COL 叫 l
m=JEL+主旦MRB，・ | 
4EKRB . COR -.-..~. ) 
となるので， MLA及びMRBは，
MLA=160-aOL=κμ伽M
4EKAL . COL 
-…(10) 
? ? ?? ? ?
MRB= ___~_8o~=κ| 
RB 1 I aOR KRBfJORB・
4EKRB • COR 
またO点におけるモーメ γトの釣合ならびに変形の連続条件より，
MLA+MRB= Mo， 80LA=80RB=8()o 
式;(10)と仰より，
8fl=主壬ι=主主主 Mo
vκLA KRB KLA + KRB 
となり，これより
MLA=μ:LAMO. MRB=μ:RBMo・
-・・・・ (9)
..(12) 
o 
.....(13) 
μLA=κLA/KLA+κRB. 
μRB=κRB/κLA+KRB. 
~ / 1 ~__ aOL 
κLA=l/ -:4琵n;-'-COL' 
噌 /l ...LaOR
RB= 1/ 4EKRB'-COR. 
今軟節曲げ率sとすれば，
S=~ 
a 
3 
U 
図
-・・・・ (14)
..U日
であるので，図 3について一般式を求めれば，
。'AL- MAL + ~AL = MAL~l_"2-α'AL) 一一一一一-4EKAL . SAL 4EKAL 
。'AR= MAR + ~AR = MA~0T:æAR) J 一 一一一一一4EKAR . SAR 4EKAR 
AO=-mL+旦ι=旦竺00士型企，
4EKAO . SAO 4EKAo 
。'AU MAU + ~AU = MA _~~=""αA ) 一一一一一一4EKAU . SAヶ 4EKAブ
;: ;: ~こ，
-・・・・・・・・側
-・・佐官
4EKAi 
αAi=ー モーr一一一. 8AL=8AR=8AO=8A~T=8A・。Ai
変形の連続条件から，
MAL MAR MAO MAU MA 。'A=4認 AL 4Eむ五一 4豆厄o 4EKAU -~ 4EKAi 
1+αAL 1 +αAR 1 +αAO 1 +αAU T1 +α'Ai 
となり，従って
MAL=刷工MA. MAR=μ:ARMA， 
MAO=向 oMA. MAU=向 UMA・
ここに分割率向4は，
-・ H ・H ・0.8)
P 
4 …si J笥13Jm言
A L -
(0.) 
KAi 
μA4=1+α'Ai 
手占L
1+α'Ai 
2・1・3比較実験
例題1 部材2本結合の場合
図4(a)は梁ALとRBとが摂り材 LRで結合されたものであり，この
場合は式(8)に於て，
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;押7叫に¥
f¥¥ノ tR t 
i←一一t" ，. [/1，1-→i 
-・(a)CAT= _ 3PlAB AL=一 8一一PIAR CRB=CBR=O， Cu= .1. ~AD ， 
を代入すれば，
(b) 
CLA一手
1 ，3EKALaLR 
1+一一+ 品k' CLR 
MLA=一MRB
P 
↓ 川叩
I2 9" <;> 
l'人..JJ... !)'.Ll.. 
d ト肘-x-.-{ ー
ト判f一←-x;ー→!
.JS: 、? ???， ，?、
一塁，-PIAB16 ・ー
1 ，. E IAB/IAB 1+一一一+3一一一一一一一一一k . ~ G !PBB/aBB 
4 
(C) 
図
与=2.6
本実験体では，
aBB=3.6cm， IAB=色豊主t，Ipm=2× 0.6284cd， 12 ' -- -- 12 ........や)
0. 1875PlAL 
1 ，73.5171・
1+ 十一一一一一k IAL 
MLAが求まれば， AL及びRB材の各部の応力及び境みは梁理論によって求めることができる。
図4-aに示す模形を軟鋼で写真 1(a)のように造り，支持点 L，及びRにはボールベアリ γグを用いた。同図
-・・・・伺)
であるから，
MLA 
2 
試体 25-1 試体 25-2 試体 30-1 試体 30-2
歪度 (10-6) el e2 el e2 e1 ε2 el e2 
事試体
計算値 20.26 148.43 20.90 149.11 29.12 139.79 29.45 140.89 
実験値 20.00 147.50 26.67 138.33 35.00 127.50 36.00 130.00 
実/計 0.987 0.994 1.267 0.928 1.202 0.912 1.222 0.923 
剛節試体
計算値 47.30 124.10 46.53 127.57 61.50 109.90 59.57 114.53 
実験値 44.00 118.00 42.50 117.50 52.50 92.50 55.00 100.00 
実/計 0.930 0.951 0.913 0.921 0.854 0.842 0.923 0.873 
表
δz 
車試体
計算値 0.203 0.037 0.204 0.047 0.347 0.069 0.349 0.087 
実験値 0.207 0.037 0.215 0.040 0.340 0.060 0.347 0.110 
実/計 1.020 1.000 1.054 0.851 0.980 0.870 0.994 1.264 
問節試体。
計算値 0.170 0.086 0.175 0.106 0.294 0.147 0.302 0.175 
実験値 0.173 0.083 0.178 0.100 0.288 0.113 0.300 0.138 
実/計 0.018 0.965 1.017 0.943 0.980 0.769 0.993 0.789 
δ1 δ2 δ1 O2 δ1 δz O1 
、????み携
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の荷重状態の実験を写真1(b)， (c)のように行なって，図4-cの位置で焼み及び歪度を計測した。この場合Pの
荷重を10kgづっ増加する実験を繰返し 3回行なった結果，各点の歪度及び憐みは荷重に比例して噌減したので，
Pの10kg増加に応ずる各計測値の増分を表2に示す。
(a) 
種 思Ij
試 体 25-1 
試 体 25-2 
試 体 30-1 
試 体 30-2 
試 体 35-1 
試 体 35-2 
試 体 40-1 
試 休 40-2 
試 体 40-3 
試体 35-1
el e2 
38.10 128.56 
50.00 113.33 
1.312 0.882 
78.13 
70.00 78.33 
0.896 0.885 
。1 。2
0.088 
0.530 0.095 
0.980 1.080 
0.450 0.180 
0.450 0.140 
1.000 0.778 
鰯
雲監
(b) 
写真 1 
表 1
(c) 
歪 計社tlJ位 置 (cm) j尭み計測位 置 (cm)
IAL(cm IRB(cm) 
e1(XI) ε2(X2) O1(XI) O2(X2) 
25 30 10 10 13 13 
25 35 10 10 13 13 
30 36 10 10 13 13 
30 42 10 10 13 13 
35 35 10 10 15.7 15.7 
35 42 10 10 15.7 15.7 
40 32 10 10 20 13 
40 40 10 10 20 20 
40 48 10 10 20 20 
試 体 35-2 試 体 40-1 試 体 40-2 試 体 40-3
e1 ε2 e1 e2 el e2 ε1 ε2 
38.76 130.33 4，7.25 115.13 48.86 117.81 
50.00 60.00 92.50 60.00 96.25 58.00 I 98.00 
1.290 1.270 0.803 1.228 0.817 1.183 I 0.815 
75.67 95.63 95.57 62.43 93.77 81.53 
63.33 80.00 80.00 51.67 80.00 70.00 
0.837 0.837 0.837 0.828 0.853 0.857 I 0.890 0.859 
。1 O2 。l O2 。i 。2 。1 。2
0.544 0.790 0.095 0.798 0.137 0.805 0.193 
0.780 0.110 0.780 0.147 0.785 0.215 
0.987 1.158 0.977 1.073 0.975 1.114 
0.234 0.643 0.192 0.672 0.263 0.696 0.358 
0.460 0.173 0.630 0.167 0.668 0.243 0.687 0.303 
0.987 0.739 0.980 0.870 0.994 0.924 0.987 0.846 
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また比較するため， 2Spanの連続梁についても図 4-aのそれぞれ対応する同様の実験を行なったのでその
結果を同表に示す。
本実験では IALと IRBとの組合わせ及びそれぞれの試体における計測点の位置は表1の通りであるD
考察:
(d)式を用いて MLA(=-MRB)を表1の各試体について求め，それらの値を用いて各AL材， RB材について，
それぞれ同表の計測位置の歪度及び携みを梁理論により計算して表2に示す(これを軟節試体とする〉。摂り材
が無い場合は連続梁となるので，連続梁AL(R)Cについて軟節試体のそれぞれに対応する点の歪度及び境みをも
計算して同表に示す(これを剛節試体とする).
この結果によれば，各試体の実験値の計算値に対する誤差の最大値は，軟節試体では31.2%(平均16.9%)で
あり剛節試体では17.2%(平均12.3%)となれ軟節試体では剛節試体に比してやや大きくでているのは，ポア
ソン比の推定値及ひ、試体の製作精度並び、に実験の精度などによるものと考えられる。
2・2 部材の撞み度がある場合ぐ捷角法による〕
部材の基本式:
図5に於て梁材 ABの境み度を R，材端境角を OAB及び OBA，材端
絶対境角を θ'A'B'及び θ'B'A'とし，各摂り材A'A及びB'BのA'及びB'
における相対摂れ角を OA'A及び OB'B絶対摂角 OA'B'及び 8B'A'とすれ
ば，摂材については，
MTA'AaA'A 乱!{AB
I7A'A孟ー ←ー一一一←一一一一一二一一一一一一，
GlpA' A SA' A ' 
山LTB' B aB' B _ lVIBA 。'B'B=二二一 =ζ三
GlpB'B SB'B 
1¥---L oァ--
Aロ fJ
品 1
4もl命t<{J~う
<1.:.，'"門別?? ? ??
?
?• • 
図 5
SA'A GlpA'A. S ー GlpB''BA'A=一一一一一一一一，~B'B 一一一一一一一一
aA'A aB'B 
-・・・・・・・・側
節点の釣合条件から，
恥!{TA'A=MAB，MTB''B=恥!{BA.
梁材については，固定端モーメントを CAB，CBAとすれば，
CBA -2CA'B 
'-8A'il-R=一一一一一(2MAB-MBA) +ー 十一一一一一6EKk ，--，-~~ -'-~"/' 6EKok 
CAB-2CBA 8B'A'-8B''B-R= __~一一(2MBA-MAB) + 6EKk ，--'-~~ -'-..~/ 6EKok 
式倒に式聞を代入し，式自1)を用いて梁の材端モーメントを求めれば，
.... '(21) 
.....(22) 
「十(3+2βB)CAB ー β~BAl. AB=-，-_-一 |仇+(2+阿世'A十(3十β討中 一一一 1， I 
(2+βA)(2+βB) -1 l 
j r，/，.1 . 1 fn 1 "."¥'/"'_ 1 f<J 1 "."¥.r. 1 (3+2βA)CBA βACABi A _ Iφ'A+(2+βA)仇 +(3十βA)折 一一一一|(2+βA)(2十 βB)_llr~' ，-."，~/r~"~''''~/T' k k j 
.....(23) 
中ニ6EKoR，ct' A = 6EKoOA' B'， ct' B = -6EKo8B' A'・
βA -6EKo"， . sB = 6~Ko'c 一一一一一一一← TB一一一一一一一一
SA'A SB'B 
-・・・・・・・・凶
.. '(25) 
解法:
部材の基本式伺を用いて，節点方程式及び層方程式を立てて普通のラーメンの解法に従って軟節架構を解くこ
とができる。
β の意味:
各部材が節点で軟接されているため，同一節点に於てもそれに結合する各部材の材端境角はそれぞれ材端モー
メントに比例した別々の値となり，一節点に結合する各部材の材端携角は等Lくないことを意味しているD
これは，鉄骨構造の節点部 Panelzoneの勇断変形とか，局部応力による Panelzoneの垂直変形などにより
おこる問題の処理に役立つものである。
3 Panel zoneを考慮に入れた場合
3・1部材の撞角法基本式
(1) 梁材部は曲げと勇断との両変形を考え.Panel zoneの勇断変形を考える場合
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部材は Panelzone部に接合されているものとし， Panelは剛な枠で囲れ，その枠はピンで連結されているの
で，勢断変形のみをおこすものと仮定する口
梁材部ABについて，その勢断変形をも考慮に入れた携角法の基本式は，
sMAB = k(al.sBOAB+a2.sBOBA +aa.srJ;AB)十CAB，
5MBA=k(al.SBOBA十a2.SBOAB+a3.S中AB)+CBA・ j
2士旦 az=-J:二旦， a3=~' n= ~21(0+νLKokAB 
1 +2n' ~'" 1 +2n' ~ð 1 +2n' ~~ 2tAB1A.B<iAB ~~U 
SBφAB=2EKo.SB8AB， SBゆBA=2EKo.SB8BA，' srJ;AB= -6EKo.sRAB・
Panel zoneの変形を取入れて部材ABの揖角法基
-・・・・・・・・側
. ....(27) 
本式を求めるために，図6について梁部ABの境度
sRABと梁の架構境度(節点間携度，)SR'ABとの関係
をPanelzoneの柱材部取付部回転角SOρAUを用し、
て表わすこととするo即ち
4日 日3-
SOAB= (bA+bB+1AB)sR'AB， 
SOAB=IAB.sRAB+bA.soPAu+bB.soρBU.J 
..側
であれ部材と Panelzoneとの取付部回転角と部
材部の材端絶対境角とは等しし、から，
SBρAB = SB8AB， SOρAU=S08AU. …・…・・凶)
式側よれ
lAB.sRAB=(bA+bB十lAB)sR'AB-bA.SOPAU-bB.SOρBU 
となれ式問)を用いて，
(~ ， bA+b¥( bA __" _， b¥ sRAB=( 1+一一ァ一旦-IsR'ABー(--;:主S08AU+--;竺'-SC8BU~. 
¥ tAB 、tAB tAB / 
両辺に-6EKoをかければ，
図 6
山 =(1+共士bB)srJ;'AB+3与 s伯仲3手ιSOOBU. ・ 側
¥ tAB tAB tAB 
式伽)を式舗に代入すれば.Panel zoneの勇断変形並びに梁材部の勇断変形を考慮に入れた境角法基本式を得る。
即ち，
sMAB=kf al. SBOAB+ag竺ι岬 Au+a2.SBゆBA+ag竺ι岬 BU+ag叫ん恒bB)srJ;' AB l +CAB， 1 
l. 'AB 'AB ¥ 'AB / .J 
r _ ，_ 3bB .J. _ . .J. ，_ 3bA . ...J. ， _ (~， b ・L¥i，r"¥5MBA=kl a1. SBゆBA+aa v，un soOBu+a2. SB伽 +a8V，IJA soOAu+aa( 1 +ーと.UB)坤'川+CBA・ | "' i:J'PJ ，"'-r;;;;-i::iU'PJU ''''2 i:J'PAlJ，t:18 1 AB ¥ lAB ji:i'f AlJ ， vJJ. 
白)梁材部は曲げ変形のみを考え， Panel zoneの勇断変形を考える場合
式。1)に. n= 0従って al= 2， az = 1， aa = 1と置いて，
r n..J. ，3bA _..J. ， 3bB ...J. .， (~， b ・1¥1MAB=kI2BØAB+一一"-(JØAU十BØBA+一一~ØBu+(l+一一t- DB W AB I+CAB， l-~r'~. lAB ~r~v • ~T~'~. lAB ¥ lAB ノ J
r n .J. ，3bB _.J. __， .J. _， 3bA _.J. _， (~， b ・1¥1MBA=kI2BφBA十τ一件BU十B仰 +τ'!:!!..OAU十(1 + DA，-+-DB )t' AB  +CBA・
l tAB 'AB ¥ 'AB ) 
{3J 梁材部は曲げと勇断との両変形を考え， Panel zoneは剛な場合
sBOAB=SOφAU=S件A，SBOBA=SOOBU=SOB 
を式聞に代入して，
.....•.. .(31) 
-・・・(31-2)
60 
sMAB==kr( al +坐ιaa)SOA+( a2 +並ιaふOB十(1+bA土並)aaso/'ABl l¥ -.' IAB -0 J ¥ IAB ノ¥ IAB ro~r'-j 
sMAB==k[( al +寄付加(a2+笠匂吋)s山伽+巾+4弓苦子旦)a向州s叫山坤
性削) 梁材部は曲げ変形のみを考え， Panel zoneは剛な場合
BOAB=aOAU==ゅん BOBA=aOBU==ゆB
を式 (31-2)に代入して，
MAB==kr( 2+竺ιìØA+(1+竺ιゆ+{t+~ヰbB )1/1刈CAB，
L、¥ tAB/ ¥ tAB / tAB / j 
MBA={(2+ 竺岳苧?日)伽附州叫+ベ巾(の14 )》世仇伽州川什ぺ内+中(か1
(伺5司)梁材部は曲げと欝断との両変形を考え.Panel zoneを考えない場合
、?? 。?? ???
、
?????
-・・・・ (31-4)
式 (31-3)に.bA=bB= O.刈(AB=so/AB，を代入して，
sMAB==k(al.sOA+aμ ゆB↓a..stJ畑J+CAB.
5MBA=k[al.sφ'B+a2.sOA +aa.坤'AB)+CBA・
(6) 梁材部は曲げ変形のみを考え.Panel zoneを考えない場合
-・・・・(31-5)
式 (31-4)に，bA=bB= 0， lt'AB=中AB，を代入して，
MAB=k(2OA+φB+ltAB) +CAB， 
MBA==k(2OB+ゆA+1/IAB) +CBA・
3・2 本論における撞角法基本式(1)
-・・・・ (31-6)
3・1の基本式を用いて軟節梨構を解く場合は，各
節点に於て，釣合条件式の他に，変形の連続条件式
が必要となる。その煩雑を除くため，次の略算法を
取入れる。
Panel zoneが純勇断変形を生じた場合を図7・
(a)の如く考えれば，
トー2'o----f・史上
TーごベJ什;ギ
宮c{I¥¥ム
上L==--==NI
l←一-2b一一一i
Bα'AR = ]3aAL = }3aA =旦l，2d ' 
md 
cα'AO=aαAu=aα'A=一一一一一.
2b 
? ?? ?
、??
??? ?
(a.) 
(t】
図 7 
また， 部材部の材端境角と Panelzoneのそれぞれ部材に接する辺の勢断変形の成分との聞には連続の条件か
ら，
BαAR=B8AR， BαALコB8AL，0αAO= -a8Ao， 0αAU= -a8AU. 
なる関係があるから，
B8AR=B8AL=B8A， a8AO==a8Au=afJA ・H ・H ・.(:拍
と表わせる。ところが Panelzoneの勇断歪度 αAは梁材及び柱材に取付辺の変形成分の絶対値の和であるから，
α'A=}3aA+aαA. ・H ・H ・.¥却
-・・・・(却
式偲)と式出)よれ
aaA _ mb ・2d d2 
]JaA 2b • mb b2 
または，
.・仰ペ+)い -・・随)
。α'A _ BαA ー αA
d2 b2 b2+d2 
α b2 
aaA=一一一.，.-(1:4. 目l:A=一一一一一αA・
b2+d2 司
μ
b2+d2
ところで，Panel zoneの勢断歪度と外力との関係は，
αAー κsQA ー κ(1+νL.cQAa一一一 … “ 2bAtAG bAtAE ー
-・側
-・・(湖
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であり.SQAは次の図8から，
s~=~MAピSMA~+~QAO+sQAr.2..・H・..側
2dA 2 
式倒)に次の式闘を代入したものを式倒に代入して Panelzoneの爵断変形を各部材の直接荷重〈中間荷重)と
材端モーメントで表わすことが出来る。即ち，
A= 一五社~)r~MAL+sMA~_+2MAO+sMo~-+~MAU + sMuA 一五Q~VAUl 
bAtAE l 2dA 21Ao 21Au 2 J 
本論文の基本式を導くには，式倒と式(拘より.08，ん B8AをαAで表わせば，
d~2 b~2 m向。=sa8AU=- _ _-A _ _ æ~. SB8AL=SB(JAR= _ :A _ _ a.，f υbA2+dA2 -A' ~~-~~ bA2+dA2 --.fl. 
-・・・・師団
文は，
soゆAQ=SOOAU=一oCAAA，SBゆAL=SBØAR=~AAA. .....(41) 
dAZ 
'h 2'"'1~ 2 • 2EKoaA =AA' ・H ・.幽'A bA2+dA2' .l1'-'A bA+dA 
となるので，式位1)を式問)に代入して求めることが出来る。即ち，
r __ro _ 3bA ¥(_ ]'__ _ 3b\(~ ， bA+b\ì~ f"' ._ sMAB=kAB¥ (al.BCA-ag~ーィCA)AA十(aZ.BCB-aa ~DB OCB )AB+aa( 1+ D~-一旦)岬'AB I+CAB， I L\-~ lAB ~ -.，;¥・ lAB-----;¥ lAB F' --J' -， 
(( _ ro_ _ 3bB¥^_，(_ J'. _ 3b¥^ ，~(~， b ・1¥I..Lf"'_. 5MBA=kAB¥ (al ・ BCB-a3~一一OCB)AB+( a2.BCA -ag ~L土-oCAiAA +aa( 1 + DA，-r DB )S1V AB I +CBA・ l 
L¥ tAB ¥ IAB / ¥ &AB .J 
・・(43)
3・3釣合条件式
Panel zoneに取付く 4部材を取付部で切断し，
各部材端の BendingMoment及び現断力を図8に
示す。このとき Panelzoneには図示の如き力が作
用して，これらの力が釣合の状態にあるo今中心A
点に対する回転モーメ γ トの釣合条件は，
MAL+MAR+ MAO+ MAU+ (QAR 
十QAL)・bA+(QAIσ+QAU)・dA=0 
.....(44) 
であり，各部材の勢断力を材端モーメントと直接力
Mで表わすと，
s向。
U 
図 8
QAR SMAR+sMRA -V AR， QAL SMAL+ SMLA τT = ， - ー v
tAR &AL 
SMAο+SMOA 'tT. r¥ ..__ SMAU+ SMUA AO= う U~ -V AO， QAU = o"....fl.U， 
IAQ IAU 
式(品)を式幽に代入すれば，釣合条件式が得られる。即ち，
( SMAR+ SMRA ， SMAL+sMLA ¥ SMAR+sMAL+ SMAO+sMAU+( d .UltTdU.Llt + dJ.U L.Ti)J.Y.LL.  V AL-VAR)・bA
¥ tAR tAL 
+(~MAo+sM~+ 州内Mu~-VAn-VA〓・む=0 ・
lAo lAU '--J 
?
、?????
-・・・・・・・・働)
3・4層方程式
節点に水平力を受ける場合の層方程式は，
MUi+MiU 写?+手 LztJ=O -・・・・・・・・間
基本式(却を節点方程式(46)及び層方程式(仰に代入して，通常の携角法によるラーメンの解法に準じて解くことが出
62 
来るO
3・5 例 題 2
図9に示す架構が水平荷重を受ける場合について，
式(43)，(31-2)， (31-3)， (31-4)， (31-5)，及び(31-6)
に応じて計算した結果は，図10となる口
ここUこ， κ=2.34，ν=0.2， kAB= 1， kBC=0.5， 
IAB = 1}30 = 367438cm4 
上.!:，BI Ic|ω 
L 
300 
i 
A D 
→旬。ト一一-600'~80ト
Clt) 
図 9
r-1.5UP(円り .-0，臼，p
4upli 明'rl/
(44りJ 1 
1・3.SP(IO‘P) 司・IP
'"材:ゆず・包車耐量~ 骨材:喰'1・主脅
九町lil開 e: 著酌量移
「寸，".~P
'<.4P.V 
，oo.'P(程IP) .p 
者1ft:働.j"ttlt企勝 者?材:砂ずま略
snel Zone : I骨l
s‘..P(‘IP) &3..P 
ド~4戸吋
Cb) 
rr 
1l3.7 P( IG' P) tQ6.3p 
tl材:曲.，"~苦i荷量 4申 告F材:1T.rf.符
日n.t2.e:紅 'I"l，'
図 10
この結果を同図の( )内に示す日置，中本両氏の
値4)と比較すれば，その誤差は極めて小さく実用範囲
のものであるo
4 むすび
本研究では，架構の一節点に結合する各部材が，そ
れぞれの材端モーメントに比例して回転するように接
合された節点を持つ架構を軟節架構と呼び，これの解
法ならびに応用を調べて次の結果を得た。
i 軟節架構では，一節点について，そこに結合する
部材の数だけ材端境角があるため，普通ラーメンに
比して末知数が多くなり計算が煩雑となる。
i 従って，各部材の材端にそれぞれ摂り材を取付
け，各部材はそれぞれ摂り材を介して一点に結合す
るものと理想化すれば，計算は普通ラーメンの解法
に準じて行なえて極めて簡単となるo
ii この軟節理論は鉄骨構造における接合部 (Panel
zone)の勇断変形を考えた場合の計算に利用出来る
ことを確めたL，梁の取付部から受ける応力による
柱の局部応力の問題を取入れた解法に利用出来るこ
とも明らかである。
iv さらに本理論を用いて Panelzoneの影響を考
慮する場合 (Panelが現断変形をする場合 Panel
が剛な場合〉について，普通ラーメンの携角法によ
る解法に準じて簡単に計算した結果を精密解と比べ
たところ，その誤差は約4%以内となった。
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